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接辞の中には、語に付与して派生語を形成するだけでなく 、接辞そのものが語葉化し、接辞

自体が語となる例が存在する。接辞の語素化には語形短縮によるものと転換によるものがあ

る。本稿では語源別に、アングロ ・サクソン語系、ギリ シャ語系、ラテン語系の3つに接尾辞

を分け、それぞれの特徴について分析した。

アングロ・サクソン語系では、 OEDで接尾辞及び語の両方の記載がある 8項目中、 -hood/

hoodのみが語形短縮によるものであり、他の項目においては、-like/like， -long/long， -way/ 

way， -wise/ wise， -worthy / worthyの5項目が接尾辞の語案化ではなく 、語から接尾辞への転

換があった。ful/fullと some/ someについては、接尾辞と語の初出年が同時代であるため、

接尾辞、語のどちらからの転換であるが不明確であった。

ギリシャ語系では、6項目中、-gram/gram， -meter/ meter， -phone/ phone， -scope/ scope 

の4項目が語形短縮によるものであり、転換による語素化ついては、ーism/ismと-sphere/

sphereが確認できた。

ラテン語系では、 3項目中、 -ade/adeのみが語形短縮に よるもので、転換については

logicall logicalと style/styleが確認できた。接尾辞 logicalは、形容詞 logicalよりも初出

年が古いため接尾辞から語への転換である。接尾辞 styleは、名詞 styl巴の方が初出年が古い

ため、語から接尾辞への転換である。

1. はじめに

西川 (2013)によると、英語の接頭辞 (prefix)は約 155種類、接尾辞 (suffix)は約 133

種類、合計約 288種類存在する。接頭辞は主に基体 (base)に付与することによって基体の意

味を変化させ (例 kind Tunkind， possibleTimpossible)、接尾辞は主に基体に付与する こと

によって基体の品詞を変化させた派生語 (例 形容詞 kindコ名詞 kindness、名詞 atomコ形容
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詞 atomic)を形成する(1)。

接辞の中には、語に付与して派生語を形成するだけでな く、接辞そのものが語業化して語と

して存在する例 (接頭辞 ultra-コ形容詞 ultra、接尾辞istコ名詞 ist)が確認できる。姫田

(2022)では接辞の語業化について、 接辞が付与した派生語が省略され語形短縮 (clipping)す

るパタン(2)、接頭辞そのものが語に転換 (conversion)するパタン(3)、派生語の語形短縮と接

辞の転換の両方がみられるパタンの3パタンが述べられている。

派生語から語形短縮した例として、並木 (2009:25)は(1)をあげている。(1)の exは接

頭辞 exーが基体である husbandに付与した派生語 ex-husbandを語形短縮したもので， 基体

であるhusband全てが省略されている。

(1) He is my ex. (彼は私の元夫です。) (立立木 2009:25) 

接辞の転換として桂木 (2009:25)は (2)をあげている。(2)では接頭辞 retro-が転換し、

形容詞 retroとして用いられている。転換時に他の接辞等の付ー与がなく 、そのままの形で接頭

辞が形容調として用いられている。

(2) This chair is very retro. (この椅子はとても懐古趣味的だ。) (控木 2009:25)

姫田 (2022:40-46)では、語形短縮と転換の両方が見られる例をあげている。(3a)のmml

は接頭辞 mmlが付与した派生語 miniskirtが語形短縮し、名詞 mmlとして用いられている。

(3b)の mmlは接頭辞 mml-が転換し、名詞 mmlとして用いられている。

(3) a. One after another. Arab states are banning the旦旦l・

(OED. mini = miniskirt. n.2) 

b. The new-size Rainbow Chips Deluxe cookie and other minis. (OED. mini. n.4) 

本稿では、語形短縮及び転換によって語と して用いられる接尾辞について、語源別にグルー

プ分けし、調査することを目的とする。接尾辞を調査するにあたり、辞書によっては接尾辞で

はなく連結辞と記載する例が複数存在するため、2では接辞と連結辞の違いについて述べ、そ

れぞれの辞書が実際にどのように記載しているのかを調べる。それぞれの項目をアングロ ・サ

クソン語系、ギリシャ語系、ラテン語系の3つのグループに分け(4)、接尾辞と連結辞のそれぞ

れの辞書における記載について分析する。語源別に、アングロ ・サクソン語系、ギリシャ語

系、ラテン語系の3つのグループに分け、3では語源別にみた語形短縮による語業化につい

て、4では語源別にみた転換による語業化について考察する。5.では、クラス I接辞とクラス

E接辞との違いの観点から、本稿で扱う接尾辞の語葉化との関係性について考察する。
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2.接辞と連結辞

2.1.接辞と連結調の遣い

西川 (2013:16)は接辞及び連結辞について、ともに語としては用いられず、基体に付与す

ることで機能を果し、意味的な指示内容としては接辞が比較的希薄である一方、連結詞は固有

の指示的な意味をもっ語に近いものであると述べている。

辞書の多くが接辞と連結詞とに分けて記載しているが、 LDCEの場合、表1-3で記載のある

すべての項目を接尾辞としている。LDCEでは接辞について、 “agroup of letters added to 

the beginning or end of a word to change its meaning or use， such as 'un-'，‘mis-'， '-ness'， or 二

ly'''と述べており 、接辞が語よりも小さな単位であるといえる。

また、 LDCEでは連結辞について、 "aword that is combined with another word or 

another combining form to make a new word， for example ‘Anglo'， meaning・English'，in the 

word ‘Anglo-American'" と述べており、連結辞が接辞よりも語に近い単位であるといえる。

なお、LDCEで連結辞についての説明文にあった Anglo-を同じ LDCEでヲ|くと連結辞では

なく接頭辞と記載している。

2.2.辞書による記載の遣い

本節では、語として用いられる接尾辞をアングロ・ サクソン語系、ギリシャ語系、ラテン語

系の3グループに分け、 OxlordEnglish Dictionary Online [OED]. Oxlord Dictionary 01 

English [ODE]. Oxlord Advanced Learner's Dictionary 01 Current English [OALD)， 

Longman Dictionary 01 Contemρorary English [LDCE]， Collins Cobuild Advanced Learner's 

Dictionary [CCALD]. Random House Unabridged Dictionary [RHUD]. Webster's New 

World Dictionary 01 American English [WEB]を参照し、各項目が接尾辞、連結辞のどちら

で記載しているのかについて調査する。

2.2.1.アング口・サクソン語系

表lは語と しても用いられるアングロ ・サクソン語系の語尾について、7つの辞書における

記載をまとめたものである。接尾辞、連結辞、記載なしの3つに分類した。
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表 I アングロ サクソン語系語尾

OED ODE OALD LDCE CCALD RHUD WEB 

-bound N/A N/A N/A N/A CF CF CF 

boy N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

-craft N/A N/A N/A suf. N/A N/A CF 

-free N/A CF N/A suf. CF N/A CF 

-ful suf suf suf suf. suf suf suf 

hood suf suf suf suf. N/A suf suf 

like suf CF CF suf. CF suf suf 

-long suf. CF N/A N/A N/A N/A N/A 

-man N/A CF N/A N/A CF CF CF 

minded N/A N/A N/A N/A CF N/A N/A 

side N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

soπle suf suf suf. suf. N/A suf suf. 

son N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

way(s) CF suf. suf. N/A CF suf CF 

wlse CF suf. suf suf CF suf suf 

worthy CF CF N/A N/A CF CF CF 

(suf. =接尾辞、 CF=連結辞、 N/A=記載なし)

アングロ・サクソン語系において、すべての辞書で接尾辞とする項目は fulのみである。

項目の記載のない CCALDを除いて、すべての辞書が -hood，-someを接尾辞と記載している。

接尾辞、連結辞の記載が辞書によって分かれる項目が、 craft，ーfree，ーlike，-long， -way (s) ， 

-wlseである。OEDでは -craft.-freeが記載されていない。

接尾辞、連結辞の記載がある辞書すべてで連結辞としているのが、 -bound，-man， -worthyで

ある。OEDでは bound.-manが記載されていない。

接尾辞、連結辞ともすべての辞書において記載がないのが、 -boy，-side， -sonである。「少年」

を表す -boyを伴う paperboy， schoolboyは「少年」を表すが、cowboy， bellboyは必ずしも

「少年」とは限らない。 r~に面する地域」 を表す -side には riverside ， lakeside等の語が存在

する。「子孫 ・息子」 を表す -sonはAnderson，Johnson， Wilson等、姓を表す語として用いら

れる。

CCALD のみの 記載で あ る r~の 心・気 質 を持 つ」 を 表 す -minded は open-minded，

commercially- minded等の形容詞を形成する。CCALD以外の記載がない -mindedと、すべ

ての辞書で記載がない -boy，もide，-sonは接尾辞や連結詞よりも大きな単位である、 語として

辞書では扱われると考えられる。

2.2.2. ギリシャ語系

表2は語としても用いられるギリシャ語系の語尾について、 7つの辞書における記載をま と

めたものである。表lと同様、接尾辞、連結辞、記載なしの3つに分類した。

- 60 龍谷紀要第45巻第 l号 (2023)



表2 ギリシャ語系語尾

OED ODE OALD LDCE CCALD RHUD WEB 

based N/A N/A N/A N/A CF N/A CF 

gram CF CF N/A suf CF CF CF 

Ism suf suf suf suf suf. suf suf 

meter CF CF N/A suf N/A CF CF 

phone CF CF N/A suf. N/A CF CF 

-scope CF CF N/A N/A N/A CF CF 

sphere CF CF N/A suf N/A CF CF 

(suf.=接尾辞、CF=連結辞、 N/A=記載なし)

ギリシャ語系において、すべての辞書で接尾辞とする項目はーIsmのみである。記載のある

項目すべてを接尾辞とする LDCEを除き、接尾辞、 連結辞の記載がある辞書すべてで連結辞

とするのが、-based，-gram， -meter， -phone， -scope， -sphereである。なお、OEDでは -based

の記載がない。

2.2.3. ラテン語系

表3は語としても用いられるアングロ ・サクソン語系の語尾について、7つの辞書における

記載をまとめたものである。ラテン語系語尾についても接尾辞、連結辞、記載なしの3つに分

類することができる。

表3 ラテン語系語尾

OED ODE OALD LDCE CCALD RHUD WEB 

-ade suf suf. N/A N/A N/A suf suf 

fashion N/A CF N/A suf. N/A N/A N/A 

-general N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

ーlogical CF CF N/A N/A N/A N/A suf 

proof N/A N/A N/A N/A CF CF CF 

ーtude suf suf N/A N/A N/A suf. suf 

-style suf suf. N/A N/A CF CF N/A 

(suf.=接辞、CF=連結辞、N/A=記載なし)

ラテン語系において、接尾辞、連結辞の記載のある辞書すべてで接尾辞とする項目は ade，

-tudeである。OED、ODEで連結辞として記載のある-tudeは attitudeの短縮語であるが、

短縮語 tudeの記載があるのは ODE、LDCEのみである。OEDは連結辞 -tudeの記載がある

ものの、 語として tudeの記載はない。

接尾辞、連結辞が辞書によ って分かれる項目が、fashion，-logical. -styleである。OEDでは

接尾辞 (連結辞)-fashionの記載がない。また、-logicalはギリ シャ語源 -logicにラテン語源

合lが付与したものである。ラテン語系項目に含めた -logicalは。logical，-logic， -ology， -logy 

等、様々な形と語源が混在するが、本稿においてはーlogicalのみを調査対象とする。
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記載のある辞書すべてが連結辞であるのが、-proofのみであるが、OEDでは記載がない。

すべての辞書で記載がないのが、generalである。「全体を統括する人」を表す -generalを

伴う語として、governorgeneral (総督). dir巴ctorgeneral (総裁)等が存在するが、 -general

は接尾辞や連結詞よりも大きな単位である、語として辞書で扱われると考えられる。

以上、接尾辞か連結辞かについては、 一部の項目においては傾向がみられたものの、完全一

致とはならなかった。本稿では LDCEの記載に基づき、他の辞書で連結辞とする項目におい

ても接尾辞として扱う。

3.派生語の語形短縮による語量化

3.1.アング口・サクソン語系

アングロ・ サクソン語系接尾辞付与による派生語が語形短縮し、接尾辞が語となった例につ

いてみていく 。OEDで接尾辞と語の記載がある 8種類のアングロ ・サクソン語系の項目にお

いて、1項目のみが語形短縮であると考えられる。

3.1.1. hood 

表lでは、すべての辞書において、-hoodは接尾辞と記載されている。「性質、状態、集団、

時期等」 を表す接尾辞 -hood(初出年 ・1599年)が付与した neighborhoodからの短縮語

hoodは、OEDによると初出年は 1967年である。派生語 neighborhoodの初出年が a1425で

あるため、語形短縮するまで、500年以上費やしている。また、 OEDでは hoodlum(不良、

チンピラ)の語形短縮としての hoodも記載されているが、接尾辞 -hoodとは語源が異なり 、

人名である Muldoonに由来する。(4)の名詞 hoodは派生名詞 neighborhoodの短縮語であ

る。

(4) The boys in the 'b_旦Qare killing each other. (OED. hood = neighborhood. n.3) 

3.2 ギリシャ語系

ギリシャ語系接尾辞付与による派生語が語形短縮し、接尾辞が語となった例についてみてい

く。表2の中で、OEDで接尾辞と語の記載がある 6種類のギリシャ語系の項目において、4

項目が接尾辞 (LDCE以外の辞書は連結辞と記載)付与によ る派生語の語形短縮であると考

えられる。

3.2.1. gram 

OEDでは、接尾辞 gramが付与した派生語からの短縮語 gram (初出年 :1797年)は

telegram. cablegramの短縮語である。(5)は名詞 gramの使用例であるが、基体が telegram

か cablegramかは (5)の文脈のみでは不明である。
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(5) What's a guffin?. That's she calls you in her latest亙旦旦

(OED， gram = telegram or cablegram， n.4) 

また、 名詞 gramは質量の単位である「グラム」の意味でも用いられる。接尾辞-gramも

名詞 gram もギリシャ語源grammαを起源と している(5)。名詞 gramの「グラムjの意味で

の初出年は 1797年である。

3.2.2. meter 

OEDでは、接尾辞 meterが付与 した派生語からの短縮語meter(初出年 :1797年)は

parking meter， gas meter， taximeter等の短縮語である。(6)は派生名詞 taxlmeterの名詞

meterの使用例である。

(6) The cab driver left the meter running while he waited for us. 

(OALD， meter = taximeter， n.) 

また、 meterには長さの単位を表す「メ ートル」の意味で用いられ、接尾辞-meterにも同

様の意味を持つ。ともにギリシャ語を語源と しているが、名詞 meterの「メ ートル」 の意味

での初出年は 1336年である。

3.2.3. phone 

OEDでは、接尾辞-phoneが付与した派生語からの短縮語 phone(初出年・ 1880年)は

telephone， earphone， headphoneの短縮語である。(7)は派生名詞 telephoneの名詞 phoneの

使用例である。

(7) Over the QhQ旦豆 hehears that the computer keys of his interlocutor stop clicking 

whenever he's not talking. (OED， thone = telephone， n.2) 

また、OEDでは名詞 telephoneが動詞 telephoneに転換し、さらに動調telephoneが語形

短縮した動詞 phoneも記載されている。(8)は他動調と して phoneが用いられた例である。

(8) Was it necessary to也旦豆me? (OED，ρhone = telephone， v.) 

3.2.4. scope 

OEDでは、接尾辞-scope付与 の派生語から の短縮語 scope(初 出年 :1605年)は

cystoscop巴，horoscope， microscope， telescope等の複数の派生語からの短縮語である。製品の

開発とともに名詞 scopeの基体となる派生語は今後増えていく 可能性が想定される。 (9)の

名詞 scopeは派生名詞 colonoscope(内視鏡)の語形短縮の使用例である。

(9) We lubricate the笠盟豆 withmineral oil. If examination is going to include the right 
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side of the colon. we begin with the longer colonoscope. 

(OED. scope = colonoscope. n.3) 

また、 scopeは i(研究、活動等の)範囲、領域」、i(活動等の)機会、自由」といった意味

の名詞 、 i~ を詳しく調べる」の意味の動詞でも用いられるが、 語源はイタ リ ア語系である 。

3.3. ラテン語系

ラテン語系接尾辞付与による派生語が語形短縮し、接尾辞が語となった例についてみてい

く。表3の中で、OEDで接尾辞と語の記載がある 3種類のラテン語系の項目において、 1項

目のみが語形短縮であると考えられる。

3.3.1. ade 

OEDでは、接尾辞 -adeが付与 した派生語からの短縮語 ade(初出年:1861年)は

lemonade. orangeade. cherryade等の短縮語である。(10)はlemonade以外の接尾辞 -adeが

付与した派生語の名詞 ade使用例である。短縮語 adeがどの派生語からの語形短縮であるの

かは文脈によるといえる。

(10) The delivery of lemonade and all the other ‘ades'. 

(OED. ade = orangeade. cherryade. gingerade. etc.. n.) 

なお、 CCALD.RHUD. WEBにおいて adeは語として記載されていない。

4. 転換

4.1 転換による語義化

接辞から語への転換の場合、接頭辞に関しては (11)のような例がみられる。(11a.b)は

ギリシャ語系、 (l1c.d)はラテン語系である。すべての項目において接頭辞の方が語よりも

初出年が古く 、もともと存在していた接頭辞が語として使用されるようになったものであると

考えられる。本稿では (11)の現象について、接辞の転換による語素化として扱う。

(11) a 接頭辞 anti-(初出年 1559年)→ 名詞 anti(初出年:1788年)

b 接頭辞 mega-(初出年 1868年)→ 副詞 mega(初出年 ・1966年)

c. 接頭辞 pre-(初出年 1559年)→ 前置調 pre(初出年 。1960年)

d 接頭辞 ultra-(初出年 1551年)→ 形容詞 ultra(初出年:1793年)

(11)の接頭辞は様々な基体に付与して多くの派生語をつくる (例 :ultraclean. ultrahigh. 

ultramodern)。しかし、(11)は特定の派生語を語形短縮したものではなく (例。 ultracleanヰ
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ultra， ultrahighネultra，ultramodernヰultra)、接頭辞が持つ意味を継承し、語として確立したと

考えられる(例:接尾辞 ultraI超、過、極」二字形容詞 ultraI過激な、極端なJ)。

また、接辞の転換による語葉化の中には、一つの品詞に留まらず、多数の品詞を有する例も

みられる。例えば、「反対者、反対論者」の意味の名詞 anti、「反対 して」の意味の形容詞

antl 、 I~に反対して」 の意味の前置詞 anti は、 「反、排、抗、 対」の意味をもっ接頭辞 antl­

が転換したものであると考えられる。

ただし、接辞と語の両方が存在する項目すべてが接辞の転換による語葉化であるといえない

例も存在する。たとえば、アングロ ・サクソン語系接頭辞 foreの初出年は clOOOであるが、

副詞 foreは古英語から存在する。この場合、接辞の転換ではなく 、語の転換によるものであ

ると考えられる。

接尾辞についてどのような転換のパタンがみられるのか、 3つの語源別に調べていく。

4，2.アングロ・サクソン語系

表4は OEDにおけるアングロ ・サクソン語系の接尾辞と語の初出年をまとめたものであ

る。

表4 アングロ ・サクソン語系の接尾辞と語の初出年

接尾辞 初出年 5苦 初出年

イUl OE adj. n eOE 

like a1450 adj OE 

-long OE adj.l. n.l eOE 

so町le OE pro OE 

way(s) eOE n.l eOE 

wIse OE n.l OE 

worthy early 13th cent adj.. n.. adv eOE 

(11)では接頭辞が語に転換した例をみたが、アングロ ・サク ソン語系の表4において

は、 -like/like， -long/ long， -worthy / worthyの3項目は接尾辞よ りも語の方が初出年が古い。

また、 -wise/wise， -way (s) / wayの2項目についても、接尾辞 -wiseと名調 Wlse、接尾辞

-way(s)と名詞 wayも表4では初出が同時期であるが、OEDによれば、ともに語の方を語源

としている。

接尾辞 -fulと形容詞等のfull、接尾辞 -someと形容詞等の someは古英語から存在するもの

の、それぞれの接尾辞の方が語よりも古くから存在するとはいえず、むしろ、OEDにおいて

は、接尾辞 -fulは形容詞 fullを語源と 記載されてい る。接尾辞 -someにおい ては、

‘approximately'や ‘n巴arly'の意味においては形容調 someが語源であると記載されている。た

だし、接尾辞 -someは古英語 -sumとsumを語源と し、形容詞等の someは古英語 sumを

語源とするため、さらに調べる必要がある。

以上のことからアングロ・サクソン語系においては、今後の調査が必要な接尾辞 -someと

形容詞等の someを除いて、接尾辞から語への転換ではなく 、語から接尾辞への転換があった
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ものであると考えられる。

なお、 OEDでは -ful，-like， -long， -someを接尾辞、-way，-wise， -worthyを連結辞と記載して

いるが、転換に関しては、接尾辞、連結辞の分別は関係がないといえる。

4，3，ギリシャ語系

ギリシャ語系において、ーism/ismと sphere/sphereの2項目が語形短縮ではなく 、転換で

あると考えられる。OEDによると接尾辞ーIsmはギリシャ語源であり 、名詞 Ismの初出年は

1680年である。接尾辞 -sphereもギリ シャ語源、であり 、名詞 sphereの初出年が a1300であ

る。これらギリシャ語系2項目については、接尾辞から語への転換があったと考えられる。

4.4 ラテン語系

ラテン語系接尾辞について、 logicalllogicalとるtyle/styleの2項目が語形短縮ではなく、

転換であると考えられる。OEDによ ると接尾辞 -logicalはギリシャ語源である -logicにラテ

ン語源である -alが組み合わさ ったものであり、 OEDでの形容詞 logicalは初出年が?a1513 

であるため、logicalllogicalに関しては、接尾辞から語への転換があったと考えられる。

しかし、OEDによれば接尾辞 -styleの初出年が 1934年であるのに対して、名詞 styleの初

出年は cl330であるため、 -style/styleに関しては、語から接尾辞への転換があったと考えら

れる。

5. クラス I接尾辞とクラスE接尾辞

Allen (1978)や Siegel(1974)は、基体に付与することによってアクセントの移動を起こ

す接辞をクラス I接辞、基体に付与しでもアクセントの移動が起こさない接辞をクラスE接辞

と分類している (7)。表 1-3で、半数以上の辞書が接尾辞と記載している項目において、表 lの

すべてのアングロ -サクソン語系接尾辞が基体に付与しでもアクセントの移動がみられないた

め、クラス E接尾辞であると考えられる。

(12) a. -ful: careコcareful

b. -hood: neighborコneighborhood
C. ーlike:snakeコsnakelike

d. -long: headコheadlong

e. -some: hand二今 handsome

f. -way (s): any二今 anyway

ギリシャ語系接尾辞ーIsmにおいても付与する基体のアクセント移動がみられないため、ク

ラスE接尾辞であると考えられる。
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(13) -ism: patriotコpatriotism

ラテン語系接尾辞 -styleは付与する基体のアクセン ト移動がみられないため、クラス E接

尾辞であると考えられる。

(14) -style: JapaneseコJapanese-style 

ここまですべてクラスE接尾辞の例であったが、ラテン語系接尾辞 -adeにおいては、付与

する基体のアクセント移動が起きているため、クラス I接尾辞であると考えられる。

(15) -ade: lemonコlemonade

また、ラテン語系接尾辞 -tudeに関しては、基体が語よりも小さな単位である形態素 magm-

への付与するクラス I接辞の特徴がみられるためクラス I接尾辞であると考えられる (8)。

(16) -tude: magnト+-tudeコmagnitude

クラス I接尾辞であると考えられるラテン語系接尾辞 -adeと-tudeの語集化はそれぞれ

lemonade. orangeade等と attitudeの語形短縮であり 、クラス E接尾辞で語形短縮がみられる

のは、アングロ ・サクソン語系接尾辞 hood(neighborhoodコhood)のみであった。接尾辞
-hood以外の接尾辞はすべてクラス E接尾辞であり 、語素化はすべて転換によるものである と

考えられる。

6. 結語

語源別に接尾辞の語案化についてみてきた。接尾辞の語棄化には大きく分けて、語形短縮に

よるものと、転換によるものがある。語形短縮による接尾辞の語葉化はギリシャ語系で4項目

確認できたものの、アングロ ・サクソン語系とラテン語系接尾辞においては、それぞれ 1項目

のみであった。

アングロ ・サクソン語系において、OEDで接尾辞及び語の両方の記載がある 8項目

中、-hood/hoodの1項目のみが語形短縮によるものであった。他の7項目においては、-like/

like. -long/ long. -way/ way. -wise/ wise. -worthy/ worthyの5項目がそれぞれの初出年から語

から接尾辞への転換があったことが分かった。残りの -fullfullと-some/someの2項目につ

いては、接尾辞と語の初出年が同時代であるため、接尾辞から語への転換であるのか、語から

接尾辞への転換であるのかについては不明確である。

ギリシャ語系において、 OEDで接尾辞及び語の両方の記載がある 6項目中、-gram/gram. 

-meter / meter. -phone/ phone. -scope/ scopeの4項目が語形短縮によるものであった。また、

それぞれ語形短縮の基体となる派生語が数種類存在することが分かった。接尾辞 gram と

meterについては、語形短縮だけでなく 、転換による語素化も確認できる。これら 4項目に
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ついては、ほとんどすべての辞書が連結辞と記載している。転換による語業化ついては、ギリ

シャ語系では ーism/ismと-sphere/spher巴の 2項目が確認できたが、いずれも接尾辞よりも

語の方が初出年が新しいため、接尾辞から語への転換で、ある と考えられる。また、すべての辞

書で ーIsmを接尾辞と記載し、 -sphereについてはほとんどの辞書が連結辞と記載している。

ラテン語系において、OEDで接尾辞及び語の両方の記載がある 3項目中、 -ade/adeのみが

語形短縮によるものであった。転換について、ラテン語系では logicalllogicalともtyle/styl巴

の2項目が確認できた。接尾辞 logicalについては、形容詞 logicalよりも初出年が古いため、

接尾辞から語への転換であると考えられる。ただし、接尾辞 -styleについては、名詞 styleの

方が初出年が古いため、語から接尾辞への転換で、あると考えられる。記載のあった辞書すべて

が -adeを接尾辞と記載し、-logicalと-styleについては、接尾辞、連結辞の記載が辞書によっ

て異なる。

接尾辞か連結辞かの分類については、ギリシャ語系項目で連結辞とする辞書が多いものの、

一部の項目以外、すべての辞書が接尾辞か連結辞で一致することは少なかった。また、辞書に

おける接尾辞、連結辞の記載の違いと、語形短縮、転換の語集化とについての関係性はみられ

なかった。

クラス I接辞とクラス E接辞に関して、ラテン語系接尾辞 -adeと-tudeにクラス I接尾辞

の特徴がみられたが、他の接尾辞は語源に関係なく、クラスE接尾辞であった。今回の調査で

は語柔化する接尾辞の多くがクラス E接尾辞であったが、調査対象が少なかったため、さらに

多くの調査対象を見つけて考察したい。

接辞の語葉化の例については、接尾辞よりも接頭辞の語素化のパタンが多く存在する(9)。接

頭辞についても語源別に語形短縮と転換による語集化の調査をすることを今後の課題とした

し、。

注

( 1) 泣木 (1985)は現在でも使われている接辞は、接頭辞が70以上、接尾辞は約 90と述べている。Kodani

(2000: 40-42)は接頭辞の特徴として、多くが付与した基体の意味を変化させた派生語を形成すると述べ

ている。控木 (1985:115)によると、品詞を変える接頭辞は、a-，beヘde-，dis-， en-， out-， unーの7つのみ

である。また、詑木 (2009:20)によると、接尾辞は原則的に付与する基体の品詞を変える。

(2) Bauer (1983)は、 mathematicsがmath、telephoneがphoneのように語が短く略されることを

‘clipping' と呼んでいる。並木 (2009)においては clippingのことを 「語形短縮」と呼んでいる。また、

clippingされた語のことを詑木(1985)、島村 (1990)では「短縮語」、大石(1988)では「略語」と呼

んでいる。

(3)接辞付与がなく品詞が形容詞から動詞、動詞から名詞、名詞から形容詞などに変わる過程について、転

換 (conversion)、ゼロ派生 (zero-derivation)、機能推移 (functionalshift)等がある。その違いについ

ては米倉 (2015:54-81)が詳しい。本稿では接辞の語業化については転換 (conversion)とする

Huddleston and Pullum (2002: 1640)に従う。

(4) 西川 (2013)を参考に本稿でも接辞をアングル・サクソン語系、ギリシャ語系、ラテン語系の3つのグ

ループに分けて考察する。

(5) 本稿では接辞が語として使用されることを語業化と呼んで、いるが、用語としての語業化を意味の変化や

発音の変化について表す場合に用いられることもある。Bauer(2001: 43-47)においては、例えば、意

味の変化として、 runtlmeは本来の「競争のスター ト時間」の意味から変化し、コンピューター用語と

して「実行時間，実行時」の意味で用いられ、また、発音の変化と して、例えば、 walstcoatの発音
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[ weistcout]が変化し、[wi sk;Jt]の発音になると述べている。

(6)本稿ではギリシャ語系に関してはギリシャ文字表記ではなく英語アルフ アベットに変換した ODEの記

載に基づいている。

(7) クラス I接辞とクラスE接辞の特徴と分け方は主にアクセントの移動であるが、アクセント移動がクラ

ス分けの絶対条件ではなく、 その他複数の条件も存在する。クラス I接辞とクラス E接辞の特徴につい

ては、大石 (1988)が詳しい。

(8) クラス I接辞の特徴のひとつとして、語よりも小さな単位への付与がみられる。たとえば、クラス I接

尾辞ーltyは形容詞 capableに付与 し、派生語 capabilityをつ くることができる。また接尾辞 ーltyは語よ

りも小さな単位である接頭辞 (連結辞)calamに付与 し派生語 calamityをつくることもできる。

(9)筆者が行った調査では、接頭辞の語素化は 40例以上の存在が確認できた。
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